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意見交換会報告（７月１４日宝塚北高校） 

 

第１班 

テーマ   若い世代に献血を広げたい 

参加議員名 北山 照昭、みとみ 智恵子      

参加生徒数 ６人 

 

Ｑ．献血アプリ『ラブラッド』、若い人の声が反映されていない、体験談など掲載すればいいの

では？ 

Ａ．そういうことも大事だと思う。 

  同世代の人がやっていたら「自分もやってみよう」と思うみたいで、市が実施している献血

を呼び掛けるチラシでもアニメーションの高校生を採用している。 

   

Ｑ．献血セミナーをやっている学校はあるのか？ 

Ａ．あります。 

  尼崎や播磨の高校などで実施している学校があります。 

 

・献血をしたくてもできない人もいる。 

 朝ご飯をしっかり食べて健康に気を付けるのも大事。 

 

・「初めて献血をしようと思ったきっかけは、『人の役に立ちたい』『学校に献血バスが来た』

『周りの人に勧められた』『ＳＮＳのインフルエンサーが献血していたから』など理由があげ

られる。 

また献血したことがない理由としては、『献血する機会がなかった』『針が怖い』『献血のこ

とを知らない』などがあがっている。 

 

・兵庫県では、高校生献血ボランティア事業を実施しており、高校生が中心となって啓発活動を

行うことで、同年代の献血意識を高めている。 

日本赤十字社でも、献血セミナーを実施しており、文化祭などに献血ブース出展や出張授業な

ども行っている。機会があれば、学校に提案をするのもいいのではないか。 

 

【生徒まとめ】 

私たちは献血のことを調べていて、献血に対して無関心だと感じたため、どうすれば関心を高

めることができるかが調べようと思ったきっかけです。 

私たちのゴールは、主に二つだと考えていて、一つ目は、日本赤十字社が運営している献血ア

プリ『ラブラッド』の改善の提案。二つ目は、宝塚市の献血率向上に繋がる取り組みを提案した

い。 

令和元年の 10代献血率は４.8％、令和 2年では 3.4％と下がってしまった。実際、高校生にアン

ケートをとったデータでは、献血をしたことがある人が 20％、献血をした理由としては、『人の

役に立ちたい』が 50％。 

正しく理解をしてもらうために北高校でもアンケートを実施したいと思います。 
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意見交換会記録（７月１４日宝塚北高校） 

 

第２班 

テーマ   香りと認知症 

参加議員名 大島 淡紅子、森賀 宣代 

参加生徒数 ４人 

 

認知症は、記憶自体がすっぽりと抜け落ちてしまうような忘れ方をするが、認知症のある人の

特徴として、繰り返し何度も行ってきた行為や、日常的に行っている行為や会っている人の記憶

は残っていることが多い。 

更に、人の五感に関連する記憶は残りやすいとされているため、香りや音楽から思い出すこと

やリラックスできる事が期待できる。 

 

グループ内で、香りとの記憶を辿ってもらうと、 

①金木犀の香りで幼少期に遊んだ友達やその頃の記憶が蘇る。 

②子どもの頃は、母の匂いが好きだった。 

③祖母の家の匂いが、子どもの頃に祖母宅に遊びに行ったことを思い出す。 

④枕や布団の匂いを嗅ぐと気持ちが落ち着く。 

といった経験談が出てきた。 

 

今まで、認知症の人と関わったことは多くないが、イメージとして、何度も同じ話を繰り返

す、迷子になる、家族の名前を忘れてしまう、約束していたことを忘れてしまうという内容だっ

た。 

 

その中で、自分たちの経験から、香りを使って何かを改善できないかと考え、検証方法を上げ

てみた。 

①150 人くらいの高齢者に 5 種類の香りを用いてどんな反応があるかを調べる。（そのための

施設を紹介してほしい） 

②動物や日常生活の場面の写真など数種類を見せて、数分後に覚えているのかを確認する

が、香りがあるときとないときで違いがあるのかを調べる。 

③香りによって、思い出せるエピソードがあるかを調べる。 

④高齢者に香り（化学物質が少ないもの）を嗅いでもらい、思い出せる単語数に違いがある

かを調べる。 

⑤初対面との会話時に香りがあることで、話しやすいと感じることがあるかを調べる。 

という検証方法が出た。 

 

この内容から、香りは目に見えないこと、体の状態が常に一定に出来ないこと、香りには人の

好みがあることにより、結果が安定しない可能性が予想される。 

条件を揃えなければ、仮定の範囲を超えることが出来ないことではあるが、実際に香りと記憶

の結びつきはあるという実体験があることから、検証を行うことで、新しい発見に繋がるかもし

れない。やってみなければ分からないため、調べた結果により、認知症の人が落ち着いた生活が

送れることや、思い出話が出やすくなることで楽しく過ごせるきっかけづくりに出来たら良いな

と思っている。 
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意見交換会報告（７月１４日宝塚北高校） 

 

第３班 

テーマ   宝塚市独自の少子化対策について 

参加議員名 北野 聡子、桑原 健三郎 

参加生徒数 ８人 

 

・宝塚で子育てすれば、宝塚歌劇観劇 50回分（無料託児サービス有）。 

・宝塚の高校（特に北高）をもっと魅力ある憧れの進学先・ブランドにする。 

 

・宝塚駅からの直通バスを走らせる（市の直営でも可）、立地的弱点を軽減させる。 

 

・中学の部活が地域移行になることで、学校外で部活動をする機会が増える。自転車専用道路を

作って安全面と地域離れしない対策になる。 

 

・宝塚市在住の人は、歌劇を割引や優先して見られるようにする。 

・小学生から歌劇を観る機会を作り、感受性・創造性・生き方などを学べるように。 

 

・神奈川県で行われている助産院での「赤ちゃん食堂」の紹介。宝塚市でも新しく実施したい。

先輩ママから助言や交流の場を作り、お母さんの孤立を防ぐ。子育ての不安や悩みを解消できる

ように。産後うつの予防に。妊産婦が集まる場所などで子育て世代にアンケートを取りたい。ア

ンケートから自分たち（高校生）ができることを検討していきたい。 

 

・西宮の学校では冷水器があったり、体育館にエアコンがあったりと子どもにとってありがたい

と思えるものがある。また宝塚の学校は内装が汚いところが多いので、来たいと思われない状況

だ。 

 

・子どもが充実した生活を過ごせるように。使いやすい勉強できる自習スペースが欲しい。 

 

・結婚は生活が安定してからとイメージしている。子育てに掛かるお金の心配がある。父親の子

育て参加しやすい環境づくり。多子世帯（子ども３人以上）に使えるサポートや支援金や安心し

て赤ちゃんを預けられる場所の整備。子育ての金銭的負担が軽減されれば子どもは増えるのか。

子どもが欲しくないという人も増えてきている。子どもを安心して預けられる環境（保育所な

ど）がもっと整ってくれば意識も変わるかも知れない。 

 

・他市の中学生や保護者が学校行事（文化祭）などに車で参加しやすいように、もっと駐車場を

整備すれば、学校を知ってもらう機会が増えて学校選びの選択肢に入れてもらいやすくなるので

はないか。 

 

・神戸市などで行っている通学費の補助があるととても助かる。 

 

・晩婚化については経済的余裕が原因にあると思う。所得が低い、税が高い、貯蓄が出来ない、

生活の余裕がないと結婚しようと思わない。手取りを増やす取り組みを考えてほしい。 
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意見交換会報告（７月１４日宝塚北高校） 

 

第４班 

テーマ   子ども食堂をやりたい 

参加議員名 藤岡 和枝、おだ たか子 

参加生徒数 ５人 

 

＜アイスブレイク＞ 

北高生 4名と見学参加生徒、議員が自己紹介を行い学年や関係性を確認し談笑してスタート。 

 

＜意見交換＞ 

議員  市担当課で用意した資料を基に､子ども食堂の仕組みを確認しながら話を進めましょう。 

北高生 市内には現在いくつの子ども食堂があり、増やす際にはどのような課題がありますか。 

議員  市内には現在 30 か所以上あります。運営にあたっては資金、場所、準備物などが課題と

なります。助成金制度もあり、一部支援を受けることが可能です。皆さんが子ども食堂に

関心を持った理由を伺いたい。 

北高生 私たちは教育格差や貧困問題に関心を持ち、ワークショップで議論しました。その中

で、解決の具体的手段として子ども食堂をテーマに選びました。 

議員  着眼点は適切です。市が直接運営しているわけではなく、地域団体や児童館、公民館、

店舗など多様な形態があります。ボランティア形式であれば、申請や許可が不要で開始で

きます。ただし、飲食を伴うため衛生面には注意し、保健所の指導を受ける必要がありま

す。 

議員  もともと子ども食堂は「子どもの貧困支援」として始まりましたが、現在は「居場所づ

くり」や「多世代交流」の場として広がっています。運営の実態は寄附や助成金への依存

が大きく、例えば社協や子ども家庭支援センター等からの助成金を組合せて費用を捻出し

ています。 

北高生  広報はどのように行われていますか。 

議員  それぞれの子ども食堂が SNSやインスタグラムで発信しています。社協パンフレットに掲

載されたり、市の後援申請をするとホームページに掲載される場合もあります。 

北高生 人手不足の対応策は。 

議員  地域のボランティア募集イベントや「ヅカボ」等を通じて呼びかけています。シニア世

代のボランティアも多く、孤食を避けたいという動機から参加する方もいます。 

北高生 食材はどのように確保していますか。 

議員  フードバンクに登録すれば会費以上の食材を毎月受け取れます。コープやフードドライ

ブ、企業からの寄附、規格外野菜の利用もあります。虫食い野菜などは除去して使用可能

ですが、アレルギー対応などは難しいのが現状です。 

_________________ 

宝塚市の地域課題 

北高生 宝塚市の課題は？ 

議員  市の大きな課題は財政難です。震災復興費用の影響に加え、市立病院の老朽化で建て替

えに 460億円規模が必要となっています。クリーンセンターも建替え中でインフラ整備も課

題です。また、少子高齢化、高齢出産率の高さ、女性就業率の低さ、特殊詐欺被害、小学

校の統廃合といった課題もあります。 

______________________ 

子ども食堂運営の実際 

北高生 高校生でも子ども食堂は運営できますか。 

議員  可能です。資金面ではクラウドファンディングの活用が有効です。場所は公民館、児童

館、保育園、あるいは既存店舗の定休日利用などが現実的です。初期費用を抑えるには、
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調理器具が整っている施設を選ぶことが望ましいです。 

議員  宝塚 NPOセンターのシェアカフェなど、日替わりで借りられる施設もあります。まずは社

協や大型児童館に相談してください。大学進学後も、大学生協を通じてボランティアの輪

が広がります。障害のある子どもも利用しており、誰もが集える「居場所」となっていま

す。 

議員  シングルマザーハウスや「クマの学食」など、大学と地域が協働する事例も参考になり

ます。子ども食堂は食事の提供にとどまらず、学習支援や宿題の手伝いも行っています。 

議員  皆さんの思いが第一です。制度的な制約は少なく挑戦すれば必ず可能性は広がります。 

 

 

＜北高生によるまとめ発表＞ 

私たちは子ども食堂の実現について学びました。必要な資源や制度、課題を知ることができま

した。子ども食堂は「貧困支援」だけでなく「子どもの居場所づくり」を目的とするものです。

今後、実現に向け努力したいと考えます。 
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意見交換会報告（７月１４日宝塚北高校） 

 

第５班 

テーマ   宝塚市をもっと楽しくしたい 

参加議員名 中野 正、末永 やよい 

参加生徒数 ８人 

 

① 宝塚市には大人向け（歌劇・温泉など）施設があるが、若者向けの遊べる施設がない。 

 カラオケ・ゲームセンターなどの娯楽施設がほしい。 

 ➡今は行く人も減ってきているのではないか。（宝塚市にないのも原因の一つかも） 

 

② 市内に住んでいる高校生の通学定期無償化（神戸市が実施）・減額 

（宝塚市から中学生が西宮市など他市に流れないのでは） 

 ➡定期代は保護者が支払う・親孝行の発想、今、無償化がテーマになっている（子育て・教育

にお金をかけない）。予算が必要になるが議論する必要性もあるのかも。 

 

③ 登校・下校時にお店が閉まっている。盛り上がりに欠ける。悲しくなる。何とかしたい。 

 ➡清荒神参道などでは、カフェ・小物やなど若い人がチャレンジしているところもある。 

 （市としてもチャレンジを後押ししていけたら） 

 

④ 放課後よれる場所が欲しい。（例、伊丹市であればショッピングモールの中に小さい図書室が

ある）宝塚駅にファストフード店がミスタードーナツぐらいしかない。マックもない。 

友達と放課後よれる場所が欲しい。 

➡ソリオにどのようなお店が欲しいか？ 

・図書館・マック・自習室（友達と勉強できる場所）がほしい。 

➡行政としては、図書館などは考えた方が良いのではないかと思う。 

 

⑤ 面白い街とは、多くの人が行きたいと思う街。御飯がおいしい・宝塚市と言えば「これ」とい   

 う食べ物がない気がするが、（西谷）宝塚ネギ焼きを広めてはどうか？ 

 ➡宝塚名物がない現状、名物をみんなで考えていこう（新しい発想が必要なのかもしれない） 

・手塚治虫のまち、ゲゲゲの鬼太郎（鳥取）のように遊び心のある場所があっても（駅内に巨大

な火の鳥・森の中にジャングル大帝のレオ）。 

 ➡手塚治虫の記念館があるのに、銅像が火の鳥だけなのか議論したことがある。 

 ゲゲゲの鬼太郎（鳥取）のようにできないのは、予算がかかる。権利の関係もある。 

 

⑥ 宝塚歌劇を見たことがないので、高校生が一回でも見れる機会があれば。 

 ➡小５・中２の生徒には、見てもらう機会がある（市が招待している）。一度見に行ってもら 

いたい。 

 

⑦ 宝塚市の財政が厳しい問題の対策、新名神高速あたりで企業誘致するのはどうか。（アマゾン

の倉庫など） 

 ➡何故、宝塚市に企業が残らないのか、土地の価格が高いため。倉庫などの広い土地がない。

西谷などは農業をおこなっている。また、市街地調整区域といった規制がある。 

  小スペースで企業を誘致する考え方も大事かな。 

 

⑧ 宝塚市に住んでいる人・周辺に住んでいる人が宝塚市に行こう！とならない。 

映えスポットや可愛いものがない。高齢者向けの施設が多い。宝塚市は他市と比べて高齢者が 

多いので仕方がないが、ちょっとしたことで映える場合があるので（行ったら楽しかった、や

ったら楽しかった）、まずは試してみるのも必要であると考える。 
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➡誰がやるのか？が問題であるが、一歩踏み出す、何かチャレンジする、自分の背中を押して

もらえる。それが大事！（押せる立場が議会や議員かと感じる） 

 

（まとめ） 

・地域と若者の関わりが大切と考える。 

具体的には、夏祭り（末広公園など）に市内の高校がお店を出す。高校について知っていただ

く機会が生まれる。特に宝塚北高校の演劇・ダンスも披露することにより入学者の増加も見込

まれるのではないかと思う。宝塚の名産を並べれば興味を持ってもらえるのではないか。 
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意見交換会報告（７月１４日宝塚北高校） 

 

第６班 

テーマ   宝塚市をもっと面白くしたい 

参加議員名 池田 光隆、浅谷 亜紀 

参加生徒数 ７人 

 

・「面白いまち」とは、どんなまちか 

 →人気のお店がある：LOFTなど雑貨店、ジャンルの多い大型店、プリクラ、ゲームセンター 

イベントが多い：夏祭り、花火大会、ウイルキンソンのイベントは嬉しかった。 

IT企業など誘致してまちに活気を。 

 

・イベントなど市の情報を高校生に届けるのは 

 →SNSの活用：インスタのリール ショート動画、TikTok 

       （Facebookは需要なし）  

＊動画に広告感を出すと飛ばすので、見たくなる工夫を 

  サマーフェスタや地域のお祭りなど、イベントに参加するだけでなく企画側で動くことで 

宝塚市に愛着が持てる。 

 

・まちを面白くする方策 

各駅前にそれぞれ商業施設はあるが、どれも活気に欠けるように感じる。梅田や京都のように

地下街で駅をつなぎ、人気店をいれてはどうか。 

 

中学で歌劇を観て面白かった。もっと歌劇を宣伝して、市外からの来客を増やせないか。 

 

高校生の呼びかけで、ボランティア参加など若年層の参加を促すことも必要。 

 

他市の花火大会では快適に観覧できる席は有料であった。企業に協賛を求めるなど、予算的 

な工夫を。 

 

盆踊りなどイベントは地域で行われている例も多い。北高生も生徒会を通して地元地域で 

ボランティア参加している。もっと増やせるとよい。 

↑ 教頭先生が地域との窓口になってくださるとのこと。 

 


